





























り」の段の「 八 橋 」を表現しています。主人
やつ はし
公は 三 河 の国八橋で、咲き誇る杜若を見て都
み かわ





ています。 尾 形 光 琳 （１６５８～１７１６）の「八橋

























































込んであります。能の「木賊」には、『 夫 木 和
ふ ぼく
歌抄』の源仲正の歌「とくさ刈るその 原 山 の
はら やま
 木 の 間 よりみがきい出でぬる秋の夜の月」が
こ ま
引かれます。磨いたような月といえば満月。











せ。寒中に母に筍を供えた 孟 宗 を知っていれ
もう そう
ばすぐにわかります。肩の二つの雪輪で筍に
降り積もる雪を、右袖から裾にかけて配され
た大きな雪輪と笠で、雪中で筍を探す孟宗を
あらわしています。彼は二十四孝の一人とし
て有名でした。
　こうした趣向は小袖に限ったことではあり
ません。祇園祭の木賊山・孟宗山は言うまで
もなく、広く画題に取り上げられ、工芸品を
飾り、意外にも刀装具の鐔にも見ることがで
きます。浮世絵も例外ではありません。人々
は、能や『平家物語』、日本語訳の『三国志演
義』などを通じて、古典文学や中国の故事を
よく知っていたのです。
　小袖を見て直感でおもしろいと感じている
学生たちに、小袖文様の意味を探る楽しさを
どう伝えるか。インターネットで検索してい
るだけでは読み解くことはできません。先行
研究を調べ、関連作品を探し、史料に当たる
ことが必要です。今後、インターネット上の
情報は、ますます充実していくことでしょう
が、それだからこそ、専門図書を備えた大学
図書館の存在が重要になっています。
図１　はしニかきつハ
た
図３　とくさかり
図２　月うミのうへに
うさき
図４　雪竹子
『新撰御ひいながた』
（国立国会図書館デジタルコレクションより転載）
